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②　環境問題への取組

　　・「もったいない・再利用」という言葉の再確認

4　この環境経営方針は、ホームページなどで広く一般に公開します。

改定日： 2023年5月1日

当社は、創業から生活環境の安全と安心を通して廃棄物収集運搬する企業として

  環  境  経  営  方  針

多摩の大切な自然を次世代に誇れる美しい環境資源を残すために社員全員の力を

結集し最善を尽くした環境負荷低減を目指し　地域、社会に貢献します。

社員の健康で豊かな生活実現を図りつつ、SDGsを考え理解し取り組みます。

当社は、環境活動を通じて継続的改善を図るとともに、汚染の防止に努め

①　地域に安心、信頼されるサービスの提供

　　・安全を第一に考えた業務改善

　　・お客様への丁寧な言葉遣い、配慮

行動指針

「人材育成」と「コミュニケーション」の充実を図ります。

当社は、安全を第一に考え、地域に安心、信頼される収集運搬業者になるよう

持続可能な社会の構築に貢献します。

　　・取り残しへの再発防止のための情報提供

3　全社員に環境経営方針に関する教育を行い、環境に対する理解と意識の向上を

　　・環境負荷の把握、改善

　　・SDGsの周知、理解、行動

1　5S　(整理・整頓・清掃・清潔・躾)　の推進

2　環境関連の法令、規制、協定等を遵守します

　　・有害物、資源物の分別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社　　吉田組　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　吉田　登　　

　　図ります。
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１．組織の概要

１） 名称及び代表者名
有限会社　　吉田組
代表取締役社長　　　　　吉　　田　　登　

２) 所在地
本社営業所 東京都小平市美園町１－１－２
東大和営業所 東京都東大和市奈良橋４－６４４－３

※全組織が認証登録

３） 環境管理責任者氏名及び担当者・連絡先
環境管理責任者 次長 堀　　江　　智　　之
担当者 藤　　本　　祥　　輝
TEL：042-341-2932 E-mail：tm5ecyf3@gmail.com

４）

一般廃棄物収集運搬、資源物及び廃家電の収集運搬

５） 事業の規模

６） 事業年度 ４月～３月

７） 情報公表項目：処理実績
(１) 法人設立年月日： 平成９年４月
(２) 資本金： ２,５００万円
(３) 許可の内容：

許可地区、許可番号、許可区分、廃棄物の種類、(許可年月日、許可の有効年月日）

事業活動内容

2021年 2022年（１月～12月） 2023年（１月～12月）

売上高（万円） 37061 36,871 38,545

収集運搬量（ｔ/年） 11,176 10,958 10,885

従業員数（人） 46 46 46

床面積（㎡） 142.52 142.52 142.52

敷地面積（㎡） 997.82 997.82 997.82

許可地区

許可区分 許可番号

一般、産業廃棄物の種類
許可年月日

許可の有効年月日

小平市

一般廃棄物収集運搬業（積替・保管を除く） 7号

可燃物、不燃物、資源物、事業系一般廃棄物
令和4年4月1日

令和6年3月31日

小平市

特定家庭用機器廃棄物収集運搬業 7号

エアコン、テレビ、電気冷蔵庫、電気洗濯機、電気冷凍
庫、衣類乾燥機

令和4年4月1日

令和6年3月31日

東大和市

一般廃棄物収集運搬業（積替・保管を除く） 4号

可燃物、不燃物、資源物、事業系一般廃棄物
令和4年4月1日

令和6年3月31日

立川

特定家庭用機器再商品化第２条第４項 ３５号

エアコン、テレビ、電気冷蔵庫、電気洗濯機、 令和4年4月1日

電気冷凍庫、衣類乾燥機 令和6年3月31日
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(４) 施設状況：

収集運搬業 ：運搬車両の種類と台数

台数

16台

7台

2台

（５） 処理実績：環境への負荷の自己チェック、別紙②受託した収集運搬量

   ２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

１） 対象組織 「１．２）所在地」欄に記載

２） 事業活動 「１．４）事業活動内容」欄に記載

３） レポートの対象期間及び発行日

レポートの対象期間及び発行日は表紙に記載。

平ボディー（2ｔ）

収集運搬車両

・パッカー車（3t）

軽トラック

事業年度 種類 収集運搬量（t）

2

2023年度(1月～12月）

可燃 7,403

不燃 394

可燃性資源 1,514

不燃性資源 1,071

家電
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（26人） (20人)

部門責任者

１．教育・訓練の実施（要求事項８）
２．実施及び運用（要求事項１０）
３．環境上の緊急事態への準備及び対応（要求事項１１）
４．その他

⒊　実施体制

環境管理責任者
（ＥＡ２１事務局）

１．環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価(要求事項４：事務局担当)
２．環境関連法規の取りまとめ（要求事項５：事務局担当）
３．環境目標及び環境活動計画の策定（要求事項６）
４．環境コミュニケーションの実施（要求事項９）
５．取組状況の確認及び問題の是正及び予防（要求事項１３）
６．環境関連文書及び記録の作成・管理（要求事項１２：事務局担当）
７．環境活動レポートの作成・公表（事務局担当）、確認（環責）
８．その他

役 割 　　　　　　　　　　　　　責任および権限

代表者

１．取り組みの対象組織・活動の明確化　(要求事項１)
２．経営における課題とチャンスの明確化（要求事項２）
３．環境経営方針の作成、全従業員に周知　(要求事項３)
４．実施体制の構築（要求事項７）
５．エコアクション21を運用し、維持するための経営資源を用意する
６．代表者による全体の評価と見直し・指示（要求事項１４）
７．環境活動レポートの承認
８.その他

代表者（経営者）
代表取締役 吉 田 登

環境管理責任者
次長 堀 江 智 之

EA21事務局

藤 本 祥 輝

東大和営業所責任者
課長 川 平 拓 馬

本社営業所責任者
水 野 竜 徳
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作成年月日：　　2023年　1月5日

基準値

（2020年度） 2023 2024 2025

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.1 ％削減 基準値に対し 1.2 ％削減

13,387 0.496

kWh （東電）

油種別消費量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.1 ％削減 基準値に対し 1.2 ％削減

都市ガス<Nm3> 2.16

632

水野 ガソリン　<L> 2.32

藤本 1,003

軽油　<L> 2.58

41,321

化石燃料合計<kg-CO2>

110,300

116,940

kg-CO2

水野 可燃 基準値に対し 1 ％増加基準値に対し1.1 ％増加基準値に対し1.2 ％増加

藤本 365.1

水野 プラ

藤本 99.75

水道使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.1 ％削減 基準値に対し 1.2 ％削減

378

水野 ㎥／年

藤本 水道使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.1 ％削減 基準値に対し 1.2 ％削減

293

㎥／年

燃費 基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 1.1 ％向上 基準値に対し 1.2 ％向上

4.57

km/L

水野

藤本

※削減の％は目標値に達するまで同一の数値を採用することとする。

※2　可燃性資源物は環境への影響が0に等しい程度しか排出されていないため除外。

環境経営目標

責任者

水野
藤本

水野
藤本

※二酸化炭素排出係数は2020年東京電力実績の0.496kg/kWhを適用した。

290

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

4

374

㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

運搬車両の燃費改善 4.62

※コロナ禍の中、出勤体制が変わり近況である2020年度の数値が把握出来た為、基準値として採用。

5
安心と信頼の　　　サービ

ス
安全第一の業務、運行
お客様へのサービス 〇 〇 〇

4.62 4.62

Km/L Km/L Km/L

361

資源物の増加
105 105 105

kg/年以下 kg/年以下 kg/年以下

115,771

kg-CO2以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

3 水使用量の把握、改善

本社営業所 374 374

東大和営業所 290 290

2

可燃物の把握
361 361

40,908 40,908

L以下

計（kg-CO2）
115,771 115,771

kg-CO2以下 kg-CO2／年以下

109,197 109,087

kg-CO2／年以下

1

二酸化炭
素

排出量
の把握
改善

電力使用量 13,253 13,240

626 625

Nm3以下 Nm3／年以下

993 992

L以下 L／年以下

L／年以下 L／年以下

108,977

624

Nm3／年以下

991

L／年以下

40,908

※安全を考慮し無理のない業務を運行する為、目標値より5％のボーダーラインを設け
　その範囲内は許容範囲とする。

※化学物質を使用していないため項目を除外。

4. 2023年度

Ｎｏ 環境方針 環境目標項目
CO2

換算係数

年　度　目　標

年度 年度 年度

13,226

kWh以下 kWh／年以下 kWh／年以下

化石燃料
消費量
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No． 責任者 CO2排出 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 期間計

都市ｶﾞｽ
N㎥

目標値 7,735 8,339 7,943 9,011 9,365 10,396 9,196 9,356 10,037 9,406 9,271 9,144 109,197

達成評価 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＣＯ2
排出
kg

達成評価 × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成評価 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○

達成評価 × × ○ × × × ○ ○ × ○ ○ × ×

達成評価 ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ × ○ ×

水野
藤本

水野
藤本

水野
藤本

水野
藤本

水野
藤本

燃費

目標値

4.63 4.49

4 運搬車両の燃費改善

5.13 4.68

達成評価 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

4.37

42938

km/l
燃費実績 4.59 4.66 4.80 4.54 4.04 4.43 4.41

3531 4149 3784 3664 3305 34953532

3.87 3.88 4.38

4.62

走行距離計 15800 15317 16600 14646

4.87 4.88 4.63 4.54 4.20 4.21

15312 15678 18778016426 15663 15567 16044 14668 16059

4.64 4.75

○ ×

4.31 4.58

燃料使用量計 3442 3288 3455 3225 4068

○

0.0 293.00.0 53.0 0.0 51.0

71.3 0.0 61.4

0.0 66.0 0.0 73.0 396.0

0.0 51.0

39.6 0.0 51.5 0.0 51.5

× ×

東大和
目標値 48.5 0.0 50.5 0.0 48.5 0.0 290.1

実績値 56.0 0.0 41.0 0.0 41.0

0.03 水使用量の把握改善

本社営業所

水
使用量

㎥

目標値 374.3

実績値 0.0 58.0 0.0 61.0 0.0 61.0 0.0 77.0

0.0 67.3 0.0 59.4 0.0 51.50.0 63.4 0.0

10.3

6.8 10.1 6.5 6.9 91.5

7.9 11.1 8.8

7.9 5.6 9.9 9.8

7.6 6.8 7.8 5.9 6.3
2

可燃物の改善

一般廃棄
物
kg

可燃
目標値 30.7

1

二酸化
炭素

排出量
の把握
改善

22.0 22.625.5 30.5 19.7 14.6

14.7実績値 25.8 23.3 17.5 23.0 14.5

実績値 6.7 5.7 9.1

22.7 17.9

28.8 257.7

資源物の増加

プラ
目標値

9,485 10,355 10,176

8.7 11.9 12.3

24.4 14.2 22.6

120,612

18.6 19.0 30.9 274.7

24.8 24.1

105.4

6.5

9,679 10,110 10,651 9,912 9,709 9,727

10,033 9,459 9,383 9,763

3,415

9,173 113,514

計

目標値 8,340 8,949 8,477 9,573 9,777 10,868

8,856 9,634 9,495 9,445 8,871 8,824

115,771

実績値 9,972 10,230 9,918 10,663 11,175

合計＜
㎏ーCO2

＞
実績値 9,381 9,629 9,451 10,097 10,657

4,094 3,413

2,838 3,060 3,811 3,572 3,468 3,415 40,909

実績値 3,418 3,568 3,510 3,840

2,932 3,343 3,491 3,935 3,496 3,548

3,371 3,465 43,1193,718 3,664 3,643

992

実績値 89 71 67 28 23 18 18 18

76 87 88 82 78 82

20 26 21 25 424

66 66 625

実績値 165 120 111 58 19 4

82 14 0 0 0 0

5940 0 0 0 36 81

2）化石
　燃料
消費量

2.16
目標値 114 112 88 83

× ×

1）電力
使用量

0.496
電力
kWh

2.32 ガソリン
(L)

目標値 72 87 81 89 78 92

2.58
軽油
(L)

目標値

14,311

達成評価 ○ ○ ○ ○ × ○ ×× ○ ○ ×

1,078 1,133 831 951目標値

1,185 1,185 1,128 1,190

5. 2023年度 環境経営計画及び実施状況 担当者　水野　藤本

環境目標項目 実績評価項目

13,255

実績値 1,190 1,210 942 1,141 1,045 1,268 1,454 1,373

973 1,520 1,238 1,021 883 1,1771,220 1,230
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 　作成年月日： 2024年1月26日

実績

基準値に対し 1 ％削減

0.496 14,311

kWh

年間消費量 基準値に対し 1 ％削減

2.16 594

N㎥

2.32 424

L

2.58 43,120

L

113,516

kg-CO2

120,421

kg-CO2

可燃

257.7

プラ

91.5

本社

4.37

km/L

※コロナ禍の中、出勤体制が変わり近況である2020年度の数値が把握できた為、基準値として採用。

396.0 〇378 374

東大和　基準値 東大和　　1％削減
293 〇

3 水使用量の改善

本社　基準値 1％削減

水野
藤本

水野
藤本

水野
藤本

水野
藤本

水野
藤本

※従業員の人数変動や変動値の把握が非常に困難なためボーダーラインを設け、この数値以上に使用した際は対策を考える。

4 運搬車両の燃費改善
4.57 4.62

×km/L km/L以上

5 安心と信頼のサービス
安全を第一に考えた業務、運行

お客様への言葉遣い、配慮、サービス 〇
※二酸化炭素排出係数は2020年東京電力実績の0.496kg/kWhを適用した。

※安全を考慮し無理のない業務を運行する為、目標値より5％のボーダーラインを設け
　その範囲内は許容範囲とする。

水野
藤本

計（kg-CO2）
116,940 115,771

プラ（1％増加）

293 290.07

資源物の増加
プラ　　㎏

kg-CO2／年以下

99.75 105

〇365.1 275
2

可燃物の改善
可燃     ㎏ 可燃（1％削減）

×

993

〇kg-CO2

〇1,003 L／年以下

軽油　<L> 40,908

〇41,321 L／年以下

化石燃料合計<kg-CO2> 109,197

〇110,300 kg-CO2／年以下

1
二酸化炭
素排出量
の改善

電力使用
量

電力使用量

×13,387 13,253

kWh／年 kWh／年以下

化石燃料
消費量

〇都市ガス　<N㎥> 626

632 N㎥／年以下

ガソリン　<L>

CO2
換算係数

目標
責任者 評価

2020年度 2023年1月～2023年12月

6. 2023年度 環境経営目標の実績

Ｎｏ 環境方針・目標項目
基準値
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作成年月日： 2024年1月30日

結　果　・　評　価

水野

藤本

①エコドライブの励行

水野

藤本

水野

藤本

水野

藤本

水野

藤本

3 水使用量の改善

①節水の意識を維持することが出来てい
る
②取り組めている。
③高圧洗浄機の故障が多々見られるた
め、ノズルシャワーを使うことが増加し
た。

①②③徹底継続。引き続き節水の周知を
する。感染症対策を怠らず無駄のない使
用を心掛けるよう周知をする。②散水は必要最小限化

③洗車は高圧洗浄機で節水

①節水表示

4 運搬車両の燃費改善

①各車両の走行距離・消費燃料を管理 ①徹底できている。 ①各々の車両燃費を常に自分たちも把握
するように徹底してもらい燃費を維持でき
るように考えてもらう。

②排出量の把握

③空き缶・ペットボトルの自販機回収

④裏紙使用で紙使用量削減資源物の増加

①全体的に廃棄物が減少傾向にある。
特に資源物が少ない。
②③④取り組めていた。

①②③④徹底継続。資源物がより増加出
来るよう周知の徹底を継続していきたい。可燃物の改善

①分別徹底による資源物の増加

2
廃棄物

排出量の改善

②空調の適温化(冷房26、暖房22度)

③設備機器の定期的メンテナンス実施

②車両の点検整備

③エアー圧の適正化点検

①②③徹底継続。感染症対策を継続し、
従業員の体調を第一に考え使用する。前
年度の使用量は周知不足が原因と考えら
れるため朝礼や掲示物を活用し周知を怠
らないようにする。

車両等の燃料
消費量

①周知不足がみられる。
②③毎朝の出庫前点検を行い、3か月点
検行っている。

①②③徹底継続。安全運転、安全作業を
行うことにより、エコドライブに繋がる。朝
礼や掲示板を活用し周知を行っていきた

い。

電力使用量

①不使用照明の消灯 ①徹底できている。
②従業員の体調を考慮の上行っていた
が、適温とはいかない温度に設定されて
いる事が多々見られた。
③3ヶ月に1度フィルター清掃を行った。徹
底できている。

1
二酸化炭素

排出量の改善

7．2023年度 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

Ｎｏ． 環境目標項目 取組内容
取　　組

次年度の内容
責任者
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Ⅰ.遵守義務がある法規関係 2023年6月

区分 環境関連法規等名称 法令条項 当社該当事項 遵守評価

廃棄物処理法 一般廃棄物

(一般廃棄物の処理) の処理委託

自動車NoｘPM法 法6.法12 トラック ◯
東京都環境
確保条例

条37
ディーゼル

トラック ◯

リサイクル法 法1 3Rの推進

容器包装リサイクル法 法4
缶、瓶

ペットボトル

省エネ 省エネ法 法4 電力使用の削減

◯産廃
（産業廃棄物の適正管

理）
法12　規8

産業廃棄物の処
理委託

①収集運搬、処分事業者と産業廃棄物処理委託基準及び特別
管理産業廃棄物委託基準にしたがって二社間委託契約

➁契約者記載事項
・種類、数量、性状、荷姿、最終処分地、金額

◯

３R原則の教育と実践

◯①対象品目：缶、瓶、ペットボトルのリサイクル

①省エネ推進

Ⅱ.責務(努力義務）のある法規関連

資源
循環

循環型社会
形成推進基本法

法7法11
廃棄物の抑制
　リサイクル

　中古品の使用
①非鉄筋族資源の再資源化推進

◯②トレイ・紙パック回収運搬業務仕様書に従う

③暴力団排除に関する特約条項遵守

東大和市ごみ収集
委託仕様書

東大和市
委託業務

①一般廃棄物処理計画に従い収集及び運搬を行う
◯

②暴力団排除に関する特約条例遵守

③引き取り証明書保存(3年）

④料金を支払う

①自動車NoｘPM法排ガス基準適合車の使用

粒子状物質排出量基準の遵守

その他
要求事

項

小平市ごみ収集
委託仕様書

小平市
委託業務

①一般廃棄物収集運搬仕様書に従う

法41法43
法45条3項
法74条6項

フロン使用業務
用空調機器の

廃棄

①第一種フロン回収業者にフロン類を引渡

大気
汚染

◯
②回収依頼書又は委託確認書交付・写保管(3年）

◯

自動車
リサイクル法

自社車廃棄
①自社使用済み自動車を廃車にする場合は、引き取り業者に引
き渡す。 ◯

フロン排出抑制法

法16
法37
法39

フロン 使用業
務用空調 機器

の点検整備

①危機の設備環境・使用環境の維持保全と点検、簡易点検実施

◯

②漏洩・故障時は修理を実施する。

③点検整備記録簿を備え、当該製品廃棄後充填回収業者がフロ
ン類を引き取ってから3年間の保存

④フロンを充填する場合、第一種フロン類充填回収業者に委託。
充填したら充填証明書の交付を受ける

⑤フロン類の回収をした場合、第一種フロン類充填回収業者から
回収証明書の交付を受ける

資源
循環

家電
リサイクル法

法6

テレビ、冷蔵庫、
洗濯機、エアコン

の廃棄

①料金を支払い、適切に引き渡す。特定家庭用機器廃棄物管理
票の写しを1年間保管

      並びに違反、訴訟などの有無
８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、

◯

②政令で定める期間(2年)ごとに更新する。

③一般廃棄物処理基準に従い、収集、運搬又は処分を行う。

④一般廃棄物の収集若しくは運搬又は処分を他人に委託しない。

⑥帳簿は、一年毎に閉鎖し、閉鎖後5年間事業場毎に保存する

⑤収集または運搬年月日、収集区域又は受入先、
運搬先ごとの運搬料を毎月末までに記載する。

廃棄物処理法(一般廃棄
物の収集運搬業)

法7
一般 廃棄物の

収集運搬業

①事業を行う地域の区長、市長の許可を取る

一般
廃棄
物

法6の2
①一般廃棄物を適正に分別し保管

◯
②一般廃棄物の処理業の許可取得業者に運搬、処分を委託する

　当社に関係する環境関連法規等は下記の通りですが、遵守状況を2023年6月に確認した結果、

違反がありませんでした。また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟も過去3年間、

ありませんでした。

法規制等要求事項・遵守事項
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見直し実施日 （　■定期見直し　□臨時見直し　）

見直し対象期間

出　席　者

【環境経営システムが有効に機能しているか】（①、③、④等を踏まえて評価）

【環境への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

【環境経営方針】 変更の必要性　：　■有　　□無　　□有　　■無

【環境経営目標及び環境経営活動計画】 変更の必要性　：　■有　　□無　　■有　　　□無

変更の必要性　：　■有　　□無　　■有　　　□無

【環境経営システム等】 変更の必要性　：　□有　　■無　

【総　　括】　(環境活動レポートに転記)

運搬車両での燃費 × ○
各車両で燃費等把握は出来ており取組も徹底できている。未達成に関して、対策
を考える必要がある。

代表者による
評価

経営的観点

今年度は新型コロナ感染防止対策の制限もだいぶ緩和され元の体制に戻りつつありますが3班制は継続
していく形となりました。その中で全従業員が取組を継続し環境に向けて協力し業務を遂行出来ています。
今年度は従業員側から環境に対しての意見も出てきており、環境への意識も高く維持できている事を考慮
すると環境経営システムは友好的に活用できている。次年度も従業員、取組を継続、維持し環境経営シス
テムも友好的に活用していきます。

目標項目
目標達
成状況

活動計画
実施状況

目標・活動計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問題点、次
年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

〇 ○
電気使用量と軽油使用量の2項目は目標値を超える数値となったが、二酸化炭
素排出量はトータルで目標達成できている。各々が環境への意識を維持出来た。
有益な活動を心掛けてほしい。

水使用量 × ○

代表者による
見直し・指示

変更の必要性
の有無・変更に
必要な具体的

指示事項

基準値の年度と現在の設備に違いがある為、近年の実績値を鑑みて、基準値、目標値を見直す必要があ
る。

【実施体制】
役職に変更あり。

今年度は新型コロナ感染防止対策は緩和されましたが従業員を3班制は継続していく体制とした。制限がある中で
環境への取組や意識を全従業員が継続維持をできていると考えます。東大和営業所の建て替えや搬入先の変更
等、業務内での変化もあったが数値も特に大きな問題もなく今年度は運用できています。その中で未達成の項目に
関しては目標値の見直しなど対策考えていってもらいたい。引き続き、社会の状況や緊急事態を充分に考慮し、事
業、従業員含め安全な環境作りに努めます。

注）①定期的（少なくとも毎年1回）に実施すること。登録審査の場合は、臨時に行うこと。

　　②事業年度が終了したら、速やかに終了事業年度（登録審査の場合は登録の運用期間）の見直しをすること。

　　③事業内容の変更や重大な事故・不適合が生じた場合等の時は、臨時の見直しをすること。

今年度も目標は未達成となったが、従業員の取組は徹底できており節水の意識
を維持できている。目標値見直しなどの対策を考えてもらいたい。

廃棄物排出量 ○ ○
資源物の増加が目標達成とはならなかったが取組自体は意識を持って活動でき
ており可燃物自体は減っている。引き続き従業員の意識を維持していきたい。

9．代表者による全体の評価と見直し・指示

二酸化炭素排出量

見直しに必要な
情報

①環境関連法規の遵守状況〈環境関連法規等取りまとめ表兼遵守確認評価表による〉
②環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、その評価結果（環境活動計画兼実績書による

③問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正/予防処置報告書による）
④外部からの環境に関する苦情などの受付結果（外部コミュニケーション記録による）

前回の指示への
取組結果

達成でした。

２０２4年　２月　7日

２０２３年 1月4日　～　２０２３年　12月　30日

　代表者、環境管理責任者、部門責任者
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所在地の地図
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